








































































































 牛 和牛 乳牛
戸数 頭数 戸数 頭数
昭和23（1948）年 543 589 1 3
昭和25（1950）年 548 602 1 3
昭和35（1960）年 410 458 11 12
昭和40（1965）年 310 385 11 12





































































































































































































































































表 2 旧柳田村における馬の飼育数の変遷 










































表 2 旧柳田村における馬の飼育数の変遷 
































































































































































































































































































昭和45（1970）年 0 0  
出所：『柳田村史』1975:692、表125 
 
 
表7 旧柳田村における兎の飼育数の変遷 
兎 戸数 羽数
昭和23（1948）年 17 31
昭和25（1950）年 14 40
昭和35（1960）年
昭和40（1965）年
昭和45（1970）年  
出所：『柳田村史』1975:692、表125 
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の普及により馬を移動・運搬手段として用いる必要がなくなったのである。また同時期に道路が
舗装され始めて牛馬が道を歩きにくくなったということも牛馬の飼育頭数が減少した理由だろう。
現在の旧柳田村では職業として食用の牛を飼育している方はいるものの、農耕に用いることはな
いようである。ただし堆肥は試験的に作り農家に使ってもらっているというお話を伺った。現在
馬を飼育しているというお話は耳にしなかった。 
 旧柳田村での牛、馬、豚、鶏の飼育数は昭和25（1950）年に増加する。これは戦後に食料を自
給しなくてはならなかったからではないだろうか。 
 また、旧柳田村における主要な畜産業、牛、豚、鶏について多頭飼育化の傾向が見られる。昭
和20年代（1945～1954年）までは1戸1頭が普通であったが、昭和40年代（1965～1974年）に
なると1戸2頭以上という傾向が見えてくるのである。その傾向は現在においてさらに強く見ら
れるようになった。現在は各家庭で、家畜として飼育することはほぼなく、職業として飼育して
いる方が主になっている。そして、家畜を飼育していない方々へ供給する形となっている。聞き
取り調査の際、Bさんは「知事は能登牛の飼育・販売を促進していて、1年に1000頭の能登牛を
出荷するように言っており、需要もあるが、農家数が少ないため供給が間に合っていない」とお
っしゃっていた。『柳田村史』（1975：694）によると、旧柳田村は畜産業における立地条件は決し
て恵まれていないという。可能であれば今後様々な条件が整い、需要に見合う供給が行われるよ
うになることを願う。 
 
4．おわりに 
 能登町字柳田での本調査は心に残るものとなりました。聞き取り調査を行うのは初めてだった
ので緊張していましたが、旧柳田村の皆様が快く受け入れてくださったおかげで緊張が解けまし
た。それにより、円滑に調査を行うことができただけでなく、調査を楽しむことができました。
本調査で初めて能登町を訪れたのですが、人々は温かく風景は美しく、能登町は本当に良いとこ
ろだと思いました。本調査と補充調査で2度旧柳田村を訪れましたが、また機会があれば旧柳田
村に行ってみたいと思っています。 
 末筆となりましたが、本調査において私たちを温かく迎え入れてくださった能登町字柳田の皆
様に感謝を申し上げます。本調査に快くご協力いただき、本当にありがとうございました。 
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